






要約:低出生体重児の栄養評価の一つとして、二重 X線吸収法(DXA)により満期相当におけ

る骨密度を測定した。在胎週数別では 37 週以上: 0.218±0.02g/cm2、33～37 週: 0.165

±0.043g/cm2*、33 週未満: 0.130±0017g/cm2**(*: p<0.05、** : p<0.001) と満期産の

児に比べ早期産児の骨密度は有意に低く、また出生体重別でも 2500g 以上: 0.233±

0.015g/cm2、1500～2500g : 0.162±0.030g/cm2**、1500g 未満: 0.126±0.014g /cm2*** (**:

p<0.001、*** : p<0.0001)と成熟児に比べ低出生体重児の骨密度は有意に低かった。満期

相当における骨密度と在胎週数、出生体重、出生児身長、検査日の体重、検査日の身長の

各因子との相関では、相関係数がそれぞれ 0.733、0.904、0.843、0.509、0.464 と出生体

重との相関が最も強く、現在の栄養管理では出生体重によって満期における骨密度がほぼ

決まってしまうという結果であった。


